
　
九
月
七
日
に
開
会
し
た
本
年

の
第
三
回
定
例
県
議
会
は
、
九

月
ニ
十
六
日
に
採
決
が
行
わ

れ
、
二
十
日
間
に
わ
た
る
全
会

議
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、
主
に
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
の
厳
し
い
現
状

を
踏
ま
え
た
諸
施
策
に
係
る
補

正
予
算（
九
十
二
億
八
百
九
十�

八
万
四
千
円
）等
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
前
回
を
さ
ら
に
大
き
く
上

回
る
過
去
最
大
の
第
七
波

　

新
型
コ
ロ
ナ
「
第
七
波
」
は

「
Ｂ
Ａ
．
５
」
へ
の
置
き
換
わ

り
が
進
み
、
過
去
最
大
の
感
染

拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
第
七
波
」
は
小
康
を
見
せ

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
想
像
を
超

え
る
今
回
の
急
拡
大
を
考
え
る

と
、
い
つ
ど
ん
な
形
で
反
転
す

る
か
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
物
価
高
騰
の

長
期
化
は
先
行
き
不
透
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
端
を
発
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
や

急
激
な
為
替
変
動
等
、
先
が
見

通
せ
な
い
経
済
動
向
に
は
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

社
会
経
済
活
動
の
停
滞
が
今

後
も
長
引
け
ば
、
家
計
の
厳
し

さ
も
増
し
、
企
業
経
営
は
さ
す

が
に
耐
え
き
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
、
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
に

対
す
る
電
気
代
高
騰
分
等
に
対

す
る
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
長
期
化
を

見
据
え
た
と
き
、
更
な
る
支
援

策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

■「
過
去
に
例
が
な
い
」
規
模

の
台
風
14
号

　

九
月
十
九
日
に
大
分
県
に
再

接
近
し
た
台
風
14
号
は
、
県
内

各
地
で
過
去
最
大
の
瞬
間
風
速

を
観
測
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
危
険
な
台
風
で
し
た
。

　

ま
た
、
強
風
に
加
え
雨
量
も

甚
大
で
、
県
内
各
地
で
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
最
大
限
の

早
期
復
旧
を
願
い
ま
す
。
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〈
質
問
項
目
〉

①�

社
会
経
済
の
変
容
を
踏
ま
え

た
地
方
創
生
の
取
組

②�

物
価
高
騰
下
に
お
け
る
賃
金

引
上
げ

③�

大
分
空
港
・
宇
宙
港
将
来
ビ

ジ
ョ
ン

④
子
ど
も
に
関
す
る
施
策

⑤�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
お
け
る
情
報
発
信

⑥
業
務
継
続
計
画

⑦
半
導
体
産
業
の
活
性
化

⑧�

大
分
港
大
在
地
区
の
利
用
促

進
⑨�

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

観
光
振
興

⑩
部
活
動
の
地
域
移
行

⑪�

将
来
を
担
う
県
職
員
の
確
保

⑫�

労
働
委
員
会
に
お
け
る
相
談

体
制

－

社
会
経
済
の
変
容
を
踏
ま

　 
え
た
地
方
創
生
の
取
組

－

木
田 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
非
接

触
・
非
対
面
志
向
の
活
動
の
長

期
化
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
の
活
性
化
な
ど
新
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

は
働
き
方
改
革
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
東
京
圏
の
人
口
減

少
に
見
ら
れ
る
よ
う
、
地
方
回

帰
へ
の
流
れ
を
生
む
契
機
と
も

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
世
界
規
模
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
が
懸
念

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
加
わ
り
、
そ
の
動

き
が
一
気
に
拡
大
し
、
国
内
外

で
の
企
業
活
動
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

大
分
県
版
地
方
創
生
実
現
へ
の

影
響
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

知
事
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
弁�

コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
た
価

値
観
の
変
化
等
に
よ
り
、
地
方

移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

社
会
増
対
策
を
進
め
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
は
今
や
時
代
の
要
請
。
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
、
社

会
、
経
済
そ
し
て
行
政
な
ど
全

般
に
わ
た
り
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
お
見
合
い
等
、
出

会
い
応
援
の
強
化
を
は
じ
め
、

結
婚
、妊
娠
・
出
産
、子
育
て
に

至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め

る
。
昨
年
度
の
企
業
誘
致
件
数

は
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
円
安

の
進
行
は
、
海
外
誘
客
の
好
機

で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
完
全

復
活
に
向
け
、
先
手
を
打
っ
て

誘
客
対
策
を
進
め
る
。

－

大
分
空
港
・
宇
宙
港

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

－

木
田�

県
は
、
大
分
空
港
の
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
明
確
に

し
、
戦
略
的
内
容
を
取
り
ま
と

め
た
「
大
分
空
港
・
宇
宙
港
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）」を
、
本

年
七
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

乗
降
客
数
の
目
標
数
値
が
示

さ
れ
、
策
定
か
ら
十
年
後
に
約

二
六
〇
万
人
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
は
非

常
に
高
い
目
標
で
は
あ
り
ま
す

が
、
来
年
度
に
再
就
航
と
な
る

国
内
唯
一
の
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ

ト
を
有
し
、
ア
ジ
ア
初
の
水
平

型
宇
宙
港
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を

切
る
大
分
空
港

は
十
分
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
備

え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
か
け
た
意
気
込
み
と
狙

い
、さ
ら
に
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
の
た
め
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
知
事
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁�

一
つ
は
、国
内
線
、国
際

線
の
増
便
や
路
線
誘
致
に
よ
る

航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
。

二
つ
は
、
ア
ジ
ア
と
宇
宙
を
つ

な
ぐ
宇
宙
港
の
実
現
。
ア
ジ
ア

に
お
け
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
中

核
拠
点
化
を
め
ざ
す
。
三
つ
は
、

ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
就
航
や

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
に
よ
り
便
利

で
快
適
な
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す

る
。
四
つ
は
、
航
空
機
利
用
を

目
的
と
し
な
い
人
で
も
、
日
常

的
に
集
い
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
空
港
を
め
ざ
す
。
こ
う

し
た
取
組
を
通
じ
て
、
大
分
空

港
が
陸
・
海
・
空
・
そ
し
て
宇

宙
に
繋
が
る
唯
一
無
二
の
「
ド

リ
ー
ム
ポ
ー
ト
お
お
い
た
」
と

し
て
、
国
内
外
か
ら
広
く
愛
さ

れ
、
選
ば
れ
る
空
港
と
な
る
よ

う
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
力
強

く
取
組
を
進
め
る
。

－

半
導
体
産
業
の
活
性
化

－

木
田�

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な

進
展
に
よ
り
、
世
界
的
な
半
導

体
の
供
給
不
足
が
続
き
、
国
内

で
の
安
定
調
達
が
課
題
と
な
る

中
、
半
導
体
受
託
生
産
の
世
界

最
大
手
で
あ
る
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
熊
本
県
進
出
が
決
定
し
ま

し
た
。 

　

世
界
市
場
の
五
十
％
の
売
上

高
を
占
め
て
い
た
日
本
の
半
導

体
産
業
も
大
幅
に
縮
小
し
た
と

は
言
え
、
大
手
製
造
拠
点
や
関

連
企
業
は
現
在
で
も
集
積
し
て

お
り
、世
界
的
に
ニ
ー
ズ
の
高
い

半
導
体
供
給
体
制
の
構
築
に
よ

る
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州

の
復
活
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
は
福
岡
県
、
熊
本
県

に
次
ぐ
数
の
企
業
が
立
地
し
て

い
る
本
県
に
お
い
て
も
半
導
体

産
業
の
活
性
化
の
取
組
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
半

導
体
産
業
の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

商
工
観
光
労
働
部
長
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁�

国
主
導
で
九
州
の
半
導

体
産
業
の
基
盤
強
化
に
向
け
、

産
学
官
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

立
ち
上
げ
、
本
県
も
関
与
し
広

域
的
な
取
組
を
推
進
す
る
。
県

内
で
は
、
Ｌ
Ｓ
Ｉ
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
推
進
会
議
を
設
立
し
、
台

湾
と
の
相
互
商
談
会
や
交
流
会

を
開
催
し
、
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
が
な
い

よ
う
支
援
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

関
連
企
業
の
呼
び
込
み
に
備

え
、企
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
量
・

質
の
用
水
の
安
定
的
確
保
に
向

け
た
調
査
の
補
正
予
算
を
提

出
。
国
の
施
策
と
連
携
し
つ
つ
、

本
県
の
半
導
体
産
業
の
活
性
化

と
更
な
る
集
積
を
推
進
す
る
。

（
裏
面
に
続
く
）
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　コロナ禍の関係で、団体での議会傍聴をご遠慮いただ
いておりました。県議会ＨＰにて、質問の全録画をご視
聴できますのでご案内します。
（「https://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/」

→「議員から選ぶ」→「木田昇」を選択）

県議会ホームページにて県議会ホームページにて
本会議の中継録画を視聴できます本会議の中継録画を視聴できます



７月
▶豊肥・地域高規格道路建

設促進期成会（竹田市）
大分市と熊本市をつな
ぐ中九州横断道路（全長
約120km）の早期完成を
めざす。今年度は竹田ICと波野IC間に着工。犬飼
ICから大分市へのルート決定が急がれる。

▷ユニバーサルツーリズム推進フォーラム（別府市）
▷けんしん大学（異能が輝く社会を創る：㈱デジタル

ハーツプラス　取締役　畑田 康二郎 氏）
▷ 大分政経懇話会（参院選挙後の岸田政権の展望と課

題：政治解説者　篠原 文也 氏）
▷ 豊府校区防災士協議会避難所現地調査（豊府小学校）
▷ 内外情勢調査会（日本全国の経済活性化と高速道路

の定額料金化：元名古屋商工会議所副会頭　栗岡 
完爾 氏）

８月
▷ 全国乾しいたけ新興大会 in 

オーガニックシティさいき（佐伯市）
▷ 東九州自動車道建設促進地方大会
▶夏休み子ども議会

見学
今年度は県内中学
生を対象に実施。
議会の仕組みを勉
強し、議場の見学、
議員との名刺交換
などを体験。議場
では、子ども達が議員になって私たち議員へ質問。

▷平和祈念の集い（オンライン参加）
▷全国政策研究集会（静岡市）
▷新年度予算編成に関する県知事要請
▷地域課題別研究会 in 大分市・津久見市

９月
▷第３回定例県議会開会
▷第20回県議会政策勉強会（人口減少・超高齢化社

会における社会保障の在り方：大分県副知事　吉
田 一生 氏）

▶安倍晋三元首相の「国葬」にあたっての知事・教育
長に対する会派要請
様々な議論を呼ぶ安倍
元首相の「国葬」につ
いて、県民クラブから
広瀬知事へ要請書を提
出。「県民に弔意の表
明を強制することのないよう」等について要請。

▶第75回県民スポーツ大会・ 
射撃競技（由布市）
今年度、大分県ライフル射撃協
会の会長に就任。初仕事は、大
会の開会挨拶と表彰式。（写真
はビームピストルの試技。もち
ろん弾は飛び出しません）

▷「いちご一会とちぎ国体」大分県代表団結団壮行式
▷ けんしん大学（宇宙で動き出した大分県： 

㈱ minsora 代表取締役　高山 久信 氏）
▷「9・19を忘れない！立憲主義を語る」（東京都立

大学法学部教授　木村 草太 氏：オンライン参加）
▷第３回定例県議会閉会

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代

か
ら
、
民
主
主
義
に
よ

る
政
治
の
理
想
実
現
に

努
力
が
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ア
テ
ネ
で
は

市
民
総
参
加
の
「
民
会
」
が
最

高
議
決
機
関
で
し
た
▼
民
主
主

義
は
理
想
で
す
が
、
賛
成
・
反

対
の
多
数
決
で
決
め
れ
ば
全
て

正
し
い
と
い
う
訳
で
も
な
い
の

が
難
し
い
と
こ
ろ
。
重
要
な
の

は
多
数
派
が
少
数
派
の
意
見
を

尊
重
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
議

論
を
経
て
合
意
を
導
き
出
す
か

に
あ
り
ま
す
▼
民
主
主
義
の
政

治
に
は
上
か
ら
（
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
）
と
、下
か
ら
（
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
）
の
形
が
あ
り
ま
す
。「
聞

く
力
」
は
、
民
衆
の
声
を
重
視

す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
民
主
主

義
を
指
す
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
や
ら
今
回
の「
国
葬
」は
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
決
定
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
選
挙
で
多
数
派
を
占
め

る
政
権
の
座
に
あ
る
と
は
言

え
、「
国
葬
」
の
決
定
権
ま
で

国
民
か
ら
付
託
さ
れ
て
い
な
い

事
を
認
識
す
べ
き
で
し
た
▼
旧

憲
法
下
で
も
議
会
は
存
在
し
ま

し
た
が
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
政

治
で
国
民
は
苦
難
の
時
代
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
先
の
大
戦
を

軸
に
時
代
の
波
を
考
え
る
と
、

明
治
維
新
か
ら
大
戦
の
終
結
ま

で
が
七
十
七
年
、
終
戦
か
ら
今

年
が
七
十
七
年
目
と
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
時
代
の
大
転

換
期
で
し
た
▼
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
物
価

高
騰
な
ど
、
先
行
き
の
見
通
せ

な
い
事
だ
ら
け
で
す
。
こ
の
辺

り
で
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
、
希

望
の
持
て
る
新
し
い
時
代
が
訪

れ
る
事
を
願
い
ま
す
。

竹の子記

木田昇の
防災士

防災
メモ
－地震発生その瞬間に－

地震は突然に発生します。その瞬間
は頭が真っ白になり、適切な行動を判断
することが困難となるので、日頃から
「心構え」をしておくことが大切です。

まずは、自分と家族の命を守る行動を
最優先にとりましょう。強い揺れで家
具等が転倒して下敷きになったり、ガラ
スの破片などの落下物が頭を直撃する
と命に関わります。

慌てて建物の外に出ると落下物や転
倒の危険があるので、物が「落ちてこな
い、倒れてこない」場所に移動し、揺れ
が収まるまで身の安全を確保します。

揺れが収まったら火元を確認し、出火
していたら落ち着いて初期消火に当り
ます。次に、いつでも屋内から避難でき
るよう、窓や戸、玄関のドアを開けて出
口を確保します。

屋外にいた場合は、瓦やガラス破片の
落下・飛散、ブロック塀の倒壊に注意し
ましょう。

最近の活動最近の活動

－

大
分
港
大
在
地
区
の

利
用
促
進
化

－

木
田�
大
分
港
は
、
国
内
有
数

の
臨
海
工
業
地
帯
で
あ
る
大
分

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
立
地
す
る
日

本
の
代
表
的
企
業
の
ほ
か
、
多

く
の
企
業
の
生
産
物
な
ど
の
物

流
を
支
え
る
重
要
港
湾
で
あ

り
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
よ

る
国
際
物
流
拠
点
と
し
て
、
ま

た
首
都
圏
や
近
畿
圏
と
東
九
州

を
つ
な
ぐ
国
内
物
流
拠
点
と
し

て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
推
進
が
重

要
で
す
。
県
が
中
心
と
な
っ
て

情
報
収
集
を
行
い
、
港
運
事
業

者
、
運
送
・
倉
庫
事
業
者
や
立

地
企
業
等
の
関
連
事
業
者
と
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
大
分
港
大

在
地
区
並
び
に
大
在
西
地
区
の

利
用
促
進
に
一
体
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
、
東
九
州
自
動
車
道
の

四
車
線
化
の
進
展
、
中
九
州
横

断
道
路
の
整
備
促
進
に
よ
る
物

流
増
が
期
待
さ
れ
る
中
、
ど
の

よ
う
に
大
分
港
大
在
地
区
、
大

在
西
地
区
の
利
用
促
進
を
図
る

の
か
、
県
の
見
解
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁�

県
内
外
か
ら
貨
物
を
呼

び
込
む
た
め
、
運
送
事
業
者
等

関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
企
業

訪
問
や
セ
ミ
ナ
ー
に
取
り
組

み
、
地
理
的
優
位
性
や
豊
富
な

便
数
、
輸
送
経
費
へ
の
助
成
制

度
を
Ｐ
Ｒ
。
大
在
地
区
で
は
コ

ン
テ
ナ
船
や
バ
ル
ク
船
等
が
混

在
し
、
取
扱
量
と
相
ま
っ
て
埠

頭
用
地
が
手
狭
に
な
る
な
ど
課

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
施
設

の
機
能
強
化
が
必
要
。
今
後
も

計
画
的
な
ハ
ー
ド
整
備
と
積
極

的
な
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
の

両
面
か
ら
大

分
港
の
利
用

促
進
を
図
り
、

物
流
の
拠
点

化
を
推
進
し

て
い
く
。

　今回の第３回定例会で2022年度の補正予算を
審議しました。原油・物価高騰の影響を受けてい
る社会福祉施設や中小企業等を支援する等、県経
済の再活性化に向けた事業とともに、前年度の決算
剰余金を基金に積み立てる予算が計上されました。

＜補正の概要＞
補正予算額 ９，２０８，９８４千円
既決予算額 ７２２，８８９，７４４千円
累　　　計 ７３２，０９８，７２８千円

【歳入の内訳】
国庫支出金� １，９７５，７６５千円
繰　入　金� ７９７，３９０千円
繰　越　金� ４，９２０，０９０千円
県　　　債� ５７，０００千円
諸　収　入� １，４５８，７３９千円

＜補正事業の概要＞� ※事業費は予算累計額

①�社会福祉施設等物価高騰対策緊急支援事業
　原油価格高騰の影響を受けている社会福祉施
設等の運営継続を図るため、電気代高騰分の一
部を助成するとともに、省エネ化に向けた取組
を支援する。
・電気代高騰相当額の助成
対象施設：�高齢者福祉施設、障がい福祉施設、

保育所・私立幼稚園、病院・診療所・
薬局、児童養護施設、私立学校等

・省エネ設備整備への助成
　限度額：７５万円（補助率：３／４）

【１，６１８，９５２千円】

②酪農飼料転換緊急支援事業
　急激な円安等により輸入牧草
等の価格が急騰する中、輸入飼料
に依存しない経営への転換を図
るため、自給飼料の増産に取り組む酪農家に対
し飼料費増加分の一部を助成する。
・支給額：粗飼料価格上昇額×１／２
・支給期間：２０２２年４月〜１０月

【１０３，９５０千円】
③エネルギー関連産業成長促進事業
　原油・物価高騰の影響を受けにくい強靭な脱
炭素社会実現のため、事業者のエコエネルギー
への転換や研究開発を支援する。
・�太陽光発電と蓄電池を組み合わせた自家消費
型エネルギー設備等の導入支援
限度額：１，０００万円（補助率：３／４）

・水素サプライチェーン構築等の研究開発支援
限度額：１，０００万円（補助率：２／３）

【５２９，０５２千円】
④大分空港海上アクセス整備事業
　建設資材等の価格高騰に対応するため、ホー
バークラフト発着地の建築・港湾工事の設計額
の見直しを行い、工事の円滑な施工を確保する。
・建築工事：�７６１百万円（ターミナル、艇庫

など）
・港湾工事：�４４６百万円（防音施設、護岸など）

【５，０４５，３６３千円】
⑤決算剰余金の基金への積立
　健全な財政運営を図るため、基金を積み立て
る。
・財政調整基金：２，０１４，１７２千円
・減 債 基 金：１，６４０，０６４千円
・県有施設整備等基金：１，２０５，８５４千円
・芸術文化基金：６０，０００千円

９月補正予算

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！


